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の

み
に

留
ま
ら
な
い

近

代
仏
教
思

想
史
の

鉱
脈
が
露
頭
を
顕
し
て

い

る

の

を
見
出
す
こ

と
が

で

き
る

。

「

日
本
仏
教

史
」

な
る

も
の

は
、

「

日

本
思
想

史
」

の

下
位
カ
テ

ゴ

リ

ー

と
し
て
、

申
漫
は

宗
教
の

時
代、

近
魅
・

近
代

は

世
俗
の

時
代
と
い

う
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

歴
史
の

通
俗
的
な
理
解

ー
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

政

教

分
離
を

先
導
す
る
フ

ラ
ン

ス

の

「

ラ

イ
シ

テ

（

毎
〔

澤
Φ

こ

の

歴
史
を

見
れ
ば

、

こ

と
は
そ

う
単

純
で

は
な
い

ー
に

準
え
た、

「

日

本．

思
想
史
」

と

い

う
「

物

語
」

の

鋳

型
の

中
に

流
し

込
ま
れ
て

い

る

に

過
ぎ

な
い

の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か
。

そ
の

た
め

近
世
日

太−
儒
教
に

は

〈

世
俗

的
〉

と
い

う
評

価
が
な
さ
れ
る
が、

一

例
と
し
て

儒
葬
を
め
ぐ
る

儒

者
の

言
動
を

見
る

だ

け
で

も
、

そ
れ

が

全
て

で

は

な
い

こ

と
は

明
ら

か
で

あ

る
。

む
ろ

ん

こ

れ
は、

著
者
が
本

書
で

披
露
し
た

鮮
や
か

な
分
析
に
比

す

べ

く
も
な
い

粗
雑
な
「

物
語
」

の

例
示
で

あ
る

の

だ
が

。

　
書
評
の

範
囲
を
超
え
た
無
い

物
ね
だ

り
を
連
ね
た

き
ら
い

も
な
い

で

は

な
い

が、

明
晰
な
図
式
が
「

物
語
」

を

際
限
な

く
再
生

産
す
る

こ

と
を
危

惧
し
て

し
過
ぎ
る
と
い

う
こ

と

は
な
い

。

著
者
は

容
秋
に

富
む
入
材

2

九

八
〇

年

生
。

本
書
刊
行
時、

龍
谷
大
学
ア

ジ
ア

仏

教

文
化

研
究
セ

ン

タ

ー

博
±

研

究
員

。

現
在、

菊
O
口

器
O
ぽ
壁

開
帥

誌
ω

と
昆
く
Φ

門

ω

肆

騨

瓢
Φ

冠
Φ

甲

σ
¢

茜”

Ω
鬆
8
同

9
図

蓉
巴

窪
8
．、

〉
ω

搭

莓
肛

b曝
霞
8
Φ

貯
ゆ

Ω
9
』

Oo

簿
 

酋．、噛

〉

寄
鳥
Φ

冒
ω

9
興

冢
M

＄

吾
 一
帥

興）

で

あ
る
の

で
、

「

よ
り
広

い

意
味
で

の

「

日
本
仏
教
」

の

近
代
を

考
え
て

い

き
た

い
」

（
三
〇
一

頁
）

と

い

う
結
び
の

蜑
葉
を

定
型
句
と

す
る
の

で

は
な

く
、

き
れ
い

に

は
整
理

し

切
れ
な
い

「

「

日
本
仏
教
」

の

近
代
」

と
い

う

難
事
業
に

取

り
組
む
こ

と

を

期
待
し

て

筆
を
擱
き
た

い
。

三

木
　
英
・

櫻
井
義
秀
編
著

『

日

本

に

生
き

る

移
民
た

ち
の

宗
教
生

活

　

　

ー
ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

の

も
た
ら

す
宗
教

多
元
化

ー
』

A5

判

　
ミ

ネ
ル

ヴ
ァ

書
房
　．
一
〇

＝
一
年
六
月
刊

図一
く

÷

二

九
毒

ハ

十．
W ．
貝
　　
五

〇
〇
〇
円
十

皿

祝

伊

　
達

　
聖

　
伸

　
｝

九
八
〇

年
代
後
半
の

バ

ブ

ル

景
気
と

入
管
法
改
正
以
来

、

日
本
に

暮

ら
す
外
国
か
ら
の

移

民、

い

わ
ゆ

る

ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

が
増
え
て
い

る
。

外

鬮
人
登
録

者
数
は、
　［

九
九
〇

年
隣
点
で

約
一

〇
七
万
人、

二

〇

〇

八

年

時
点
で

約［

＝

七

万
人
だ
か

ら
（

法

務
省
入

国
管
理

局
に

よ

る
）
、

リ

ー

マ

ン
・

シ

ョ

ッ

ク

や

東
日

本

大
震
災
の

影
響
に

よ
る

減
少
傾
向
が
認
め

ら

れ
る
も
の

の
、

こ

の

こ

〇

年
で

倍
増
し
て

い

る
。

と

こ

ろ
で
、

こ

の

「

新

た
な
隣
入
」

の

宗
教
生

活
の

実
態
に

つ

い

て

は
、

こ

れ
ま
で

ほ
と

ん

ど

研

究
さ
れ
て

こ

な
か
っ

た
。

　
も
ち
ろ

ん、

こ

の

テ

ー

マ

を

宗
教
の

文
化
移
動
に

か
か
わ

る

も
の

と
と

ら
え、

ロ

本
の

宗
教
学

研
究
の

文

脈
に

位
置
づ

け
る

こ

と

は
可

能
で

あ

る
。

実
際

、

日
本
宗

教
の

海
外
布
教
に

つ

い

て

な
ら、

『

ハ

ワ

イ
日

系
入

宗
教
と

日
本

宗
教
』

（

柳
川
啓
一
、

森
岡

清
美、

　

九

八
一

年）

や

『

海

を
渡
っ

た

日

本
宗
教
』

（

井
土

順
孝、

】

九
八

五

年）

を
は

じ
め
、

新

宗

教
研
究
や

宗
教
社
会

学
の

文

脈
で

扱
わ

れ
て

き
た

。

最
近
の

研
究
で

は
、

『

グ

ロ

ー

バ

ル

化
す
る

ア
ジ

ア

系
宗
教

…−
経
営
と
マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ
』

（
中
牧
弘
允

、

ウ
ェ

ン

デ

ィ
・

ス

ミ

ス

編
、

二

〇
　

二

年）

が、

布
教

戦

214〔462）
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略
と
い

う
観
点
か

ら
国
境
を
越
え
て

い

く
宗
教
に

つ

い

て

論
じ
て

お

り
、

同
書
で

は

日

本
か

ら
海
外
に

進
出
す
る

宗
教
の

ほ

か
、

日

本
に

進
出
す
る

海
外

発
の

宗
教
も

扱
わ

れ
て

い

る
。

し
か
し

、

ニ

ュ

ー

カ
マ

ー

が
日
本
に

も
た
ら
し
つ

つ

あ
る

宗
教
に

つ

い

て
は
、

本

書
が
先
駆
的
な
意

義
を
持
つ

研
究
だ
と
言
っ

て

よ

い

だ
ろ

う
。

　

本
書
は

、

「

第
−

部
　
ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

の

暮
ら
し

と

宗
教
」

（
第
一

章
〜

第
四

章〉
、

「

第
n
部

　
日

本
に

お

け
る

諸
宗
教
の

展
開
」

ハ
第
五
章
〜

第

八

章）

の

二

部
構
成
を

取
る

が
、

第
−

部
と

第
π

部
の

質
的
な
違
い

は
、

少
な
く
と

も
評
者
の

目
に

は

あ
ま

り
判
然
と
し

な
い
。

編
者
の

意

図
と
は

ず
れ
る
か

も

し
れ
な
い

が
、

こ

こ

で
は

「

序
章
」

（

三

木

英
）

と

第
∬

部

冒
頭
の

「

第
五

章
」

（

櫻
井
義
秀）

を
編
者
に

よ

る

「

総
論
」 、

残
り
の

章

を

「

各
論
」

、

そ
し
て

「

補
論
」

を
大

き
な
文
脈
に

本
書
を

位
置
づ

け
る

試

み
と
と
ら
え

、

そ

れ

ぞ
れ
の

内
容
を
紹

介
し
た

う
え
で

コ

メ

ン

ト
を

加

え
た

い
。

紙

幅
や

バ

ラ
ン

ス

の

関
係
で、

各
論
の

な
か
で

覚
え
た
細
か
な

引
っ

か

か

り
の

追
及
は

控
え
た
こ

と

を、

あ
ら
か
じ
め

お
断
り
し
て

お
き

た
い

。

　

序
章
「

移

民
た
ち
に

と
っ

て

宗
教
と
は

ー
日

本
が

経
験
す
る

第
三

期

の

ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

宗
教
」

（
三

木
英）

は
、

現
代
を

外
来
宗
教
の

波
の

第

三

期
と
見
な
し
（
第
一

期
は

古
代
の

儒
教
・

道
教
・

仏
教、

第
二

期
は

近

世
の

キ
リ

ス

ト
教
）

、

｝

九
八

〇

年
代
以

降
に

日
本
に

移
住
し
て

き
た
ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

の

宗
教
生

活
の

実
態
を

解
明
す
る

と

い

う、

本
書
の

課
題
を

示
し
て

い

る
。

本
章
は、

外
鬨
人
登

録
者
数
の

推
移

、

出
身
国
の

国
籍、

彼
ら
の

日

本
で

の

駿
住
地
を

概
観
し
た

う
え
で
、

ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

の

代
表

的
存
在
で

あ
る

日
系
ブ

ラ

ジ
ル

人
の

宗
教
と

、

近
年
伸

長
著
し
い

イ
ス

ラ

ー

ム

の

比

較
を

試
み

て

い

る
。

滞
臼
ブ
ラ

ジ

ル

入
の

多
く
は

経
済
的
に

厳

し
い

生
活
を
強
い

ら
れ、

チ
ャ

ー

ル

ズ
・

グ
ロ

ッ

ク
の

言

う
「

相
対

的
剥

奪
」

の

状
態
に

置
か
れ
て

い

る

が、

β
本
在
住
の

ム

ス

リ
ム

の

生
活

満
足

度
は
」

般
に

高
い

。

滞
日
ブ

ラ

ジ

ル

入
に

お
い

て

優
勢
な

宗
教
は

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト
で

〔
本
国
ブ

ラ
ジ
ル

で

は
カ

ト
リ

ッ

ク
が
マ

ジ
ョ

リ
テ

ィ
）
、

彼
ら
は

エ

ス

ニ

ッ

ク
・

チ
ャ

ー

チ

を
形
成
し
な
が

ら

新
た

な
儕
者
を
獲
得

し

て

い

る

が
、

日

本
人
と
の

あ
い

だ
に

は

溝
が
あ
る
。

滞
門
ム

ス

リ
ム

も

日

本
人
を

対
象
と
し

た

組
織
的
な

布
教
は

行
な
っ

て

い

な
い．、

そ
こ

に

は

何
よ
り
も

言
語
の

問
題
が

あ
る

。

た

だ
し

著
者
は

、

日
本
語
に

堪
能
な
若

い

世

代
が

育
て

ば
、

外
来
宗
教
と
日

本
社

会
の

関
係
に

新
た

な

変
化
が

生

じ
る
余
地
が
あ
る

と

含
み
を

持
た
せ

て

い

る
。

　

第
五

章
「

布

教
す
る

ニ

ュ

ー

カ

マ

i
宗

教
」

（
櫻
井
義

秀
）

が

注
意
を

陶
け
て

い

る

の

は、

エ

ス

ニ

ッ

ク
・

チ
ャ

ー

チ
を
形
成
す
る
ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

の

宗
教
で

は

な
く

、

む
し
ろ

エ

ス

ニ

ッ

ク

な
色
合
い

を

取
り
除
く
こ

と

に
よ

っ

て
、

日
本
人
を
布
教
や

ビ

ジ

ネ
ス

の

対
象
と

し
よ

う
と
す
る
宗
教

や
ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

ル

／
セ

ミ

ナ
ー

系
の

団
体
で

あ
る

。

い

く
つ

か
の

韓
国

系
キ

リ

ス

ト

教
会
や、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

お

よ

び

南
北
ア

メ

リ
カ

の

宣
教
団
体

（
福
音
派
や

聖
霊

派
の

諸

教
会
）

、

ス

ピ
リ

チ
ュ

ア

ル

／
セ

ミ

ナ
ー

系
の

諸

団
体

、

自
己
啓
発
セ

ミ

ナ
ー

な
ど

が

こ

れ

に

相
当
す
る

。

こ

の

よ

う
な
宗

教
や

団

体
の

な

か

に
は
、

宗
教
的
な

正

統
派
か

ら
異
端
視
さ
れ
（

モ

ル

モ

ン

教
、

エ

ホ

バ

の

証
人、

統
一

教
会

、

摂
理

な
ど
）

、

日

本
社
会
で

も

警

戒
視
さ
れ

て

い

る

も
の

が

少
な

く
な
い

。

こ

れ
ら
の

団
体
は

「

顧
客
」

の

獲
得
に

熱
心
で

、

そ
の

布
教
戦
略
に

よ
り
｝

定
数
の

信
者
を

獲
得
し
て

い

る

が
、

セ

ク

ト

／
カ

ル

ト

問
題
と
し
て

扱

う
の

が

妥
当
な
も
の

も

少
な

く

な
い

。

著
者
は

、

こ

の

よ

う
な

傾
向
を
有

す
る

外
来
宗
教
が

、

今
後
ど
の

よ

う
な

布
教
戦
略
で

信

者
を

獲
得
し
て

い

こ

う
と
し
て

い

る

の

か
を

注
意

（463）2／5
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深
く
兇
守
る
必

要
が

あ
る

と
し
て

い

る
。

　
以
上

を

便
宜
上

笥

総
論
」

と
見
な

し、

以

下
で

は

「

各
論
」

に

移
る

。

　
第
」

章
「

滞
日
ビ
ル

マ

系
難

民
の

キ

リ

ス

ト

教
　
　
宗
教
文
化
と
エ

ス

ニ

ッ

ク
・

ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ
」

（
入
見

泰
弘）

が

論
じ
て

い

る

の

は
、

ビ

ル

マ

本
圏
に

お
け
る

宗
教
的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ

で

あ
る

キ
リ

ス

ト
教
徒
が、

軍
事
政

権
を

逃
れ
て

や
っ

て
来
た

日

本
社
会
で

の

適
応
の

様
子
で

あ
る

。

ビ

ル

マ

は
一

般
に
仏

教
園
の

イ
メ

ー
ジ
が

強
い

が、

英

国
に

よ

る

植
民
地

支
配
下
で

、

一

部
の

少
数
民
族
の

キ
リ

ス

ト
教
化
が
進
ん

だ
ほ

か
、

イ
ン

ド
か
ら
ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
徒
や
イ

ス

ラ

ー

ム

教
徒
が
流
入
し
た

。

仏
教

徒
が

入
口

の

九

割
近

く
を

占
め
る

が
、

少
数
民
族
の

カ

チ
ン

系
、

チ

ン

系、

カ

ヤ
ー

系
、

カ

レ

ン

系
の
一

部
が

キ

リ
ス

ト
教
徒
で

人
口

の

五

％

弱
に

当
た

る
。

　一

九
六
二

年
以
来
政

梅
を

握
る

軍
部
は
、

一

九
八

八

年
の

民
主

化
要

求
の

鎮
圧

後
、

仏
教
を
統

制
し
つ

つ

国
家
形
成
の

柱
に

据
え
よ

う
と

し
、

宗
教
は
政

府
の

厳
し
い

監

視
の

も
と

に

置
か

れ
て

き
た

。

滞
日
ビ

ル

マ

系

難
民
は
宗
教
別
・

民
族
別
に

暮
ら

す
傾
向
が

あ
る
。

キ

リ

ス

ト
教
徒
は

、

来
日
当
初
は

渋

谷
の

東
京
バ

プ
テ

ス

ト
教
会
に

集
ま
っ

て

い

た

が、

や
が

て

民
族
ご

と

に

別
々

の

教
会
に

通

う
よ

う
に

な
っ

て

い

っ

た
。

各
民
族
は

そ
れ

ぞ
れ
キ

リ

ス

ト
教

団
体

を
紐
織
し
て

い

る

が

自
前
の

教

会
を
持
た

ず
、

日
本
人
や

韓
国
人
の

通
う
教

会
を

間
借

り
し

て

い

る
。

ビ
ル

マ

で

宗

教
の

自
宙
を

享
受
で

き
な
か
っ

た

こ

と
や

、

マ

イ
ノ

リ

テ

ィ

と

し
て

日
本

社
会
に

暮
ら

す
こ

と
か

ら
、

ま
た

滞
日

ビ
ル

マ

系
仏
教

徒
と

自
分
を

区
別

す
る

指
標
と

し
て、

キ

リ
ス

ト
教

信
仰
や

文
化
は

彼
ら
の

ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

に

と
っ

て

大
き
な

意
味
を
持
っ

て

い

る
。

著

者
が
行
な
っ

た

聞
き
取

り
調

査
の

な
か

で

特
に

興
味
深
い

の

は
、

将

来
的
に

子
ど
も
が

日
本
で

岡

じ

民
族
ど

う
し
で

結
婚

す
る

こ

と

は

数
の

上
か
ら

容
易
で

な
い

こ

と

を
認

識
し
て

い

る

親
が、
「

信
仰
に

民
族
は

関
係
な
い
」

と
キ

リ
ス

ト

教
徒
と

の

結

婚
に

期
待
を
か

け
て

い

る

発
言
で

あ
る

。

　

第
二

章
「

日

本
に

お

け
る

カ

ト
リ

ッ

ク

教

会
と
ニ

ュ

ー

カ
マ

ー

カ

ト
リ

ッ

ク

浜
松
教
会
に

お

け
る

外
国
人

支
援
を

中
心
に
」

（

白
波

瀬
達

也
・

高

橋
典

史）

は
、

浜
松
市
の

宗
教
状
況
が
 

九
九
〇

年
の

入
管
法
改

正

以
降、

外

国
人
住

民
の

増
加
に

よ

っ

て

変
化
し
て

き
た

こ

と
を

示
し

な

が

ら、

カ

ト
リ

ッ

ク

浜
松
教
会
に

よ

る

滞
日
外
国
人
支

援
に

焦
点
を

合
わ

せ

て

い

く
。

浜
松
で

は
、

伝
統
宗
教
に

よ

る

外
国
人
住

民
へ

の

関
与
は

薄

く、

新
宗
教
に

は
一

定
数
の

外
国
人
信
者
が
存
在
す
る

が
、

教

団
内
の

日

本
人
信
者
と

の

あ
い

だ
に
は

言
語
の

壁
が

あ
る

。

ペ

ン

テ
コ

ス

テ

派
の

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト
教

会
が
ブ

ラ

ジ
ル

人

や
ペ

ル

i
人
を

引
き
つ

け
て

い

る

が
、

地
域
社
会
と

は

没
交
渉
で

行
政
側

も
活
動
状
況
を
あ
ま
り
把
握
し
て

い

な
い

。

そ
の

よ

う
な
な
か

で

カ

ト

リ

ッ

ク

教
会
は

、

リ

ー

マ

ン
・

シ
ョ

ッ

ク

を

受
け
て

経
済
的
に

不
安
定
な
状

況
に

お
か
れ
た

ブ
ラ

ジ

ル

人
や
ペ

ル

ー

入
た

ち
に

対
し
、

対
応
の

遅
れ

た
公

的
機
関
の

穴
を
埋
め

る
よ

う
に

生

活
支
援
や

子
弟
の

就
学
支
援
を

行
な
っ

た
。

著
者
は
、

こ

れ

が
功
を
奏

し
た
理

由
を

、

南
米
系
滞
日

外
國
人
に

と
っ

て

カ

ト
リ
ッ

ク
教
会
が
身
近

で

あ
っ

た
こ

と
、

目

本
人

信
者
と
の

間
に

連

帯
感
が

生
じ

た

こ

と

に

求
め

て

い

る
。

こ

の

と
き
に

見
ら
れ
た

行
政
と

宗
教
団
休
と
の

連
携
の

あ
り
方

と
、

教

会
に

と
っ

て

の

「

信
仰
活
動
」

と
「

社
会
活
動
」

の

境
目
に

著
者

は

注
意
を

向
け
て

い

る

が
、

こ

れ
は
ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

の

宗
教
を

分
析
す
る

う
え
で

非
常
に

重
要
な
論
点
だ
と

思
わ
れ
る

。

　
第
三

章
「

日

系
ブ
ラ

ジ
ル

入
教
会
と

信
徒
の

今
後
…

…
⊥

晋

語
と

信
仰
の

継

承
を
め

ぐ
っ

て
扁

（
星

野
壮）

は、

言
語
と

世

代
と
い

う
要
因
を

考
慮

に

入
れ
な
が
ら、

目

系
ブ
ラ

ジ

ル

入
の

プ
ロ

ス

タ

ン

ト

教
会
と

心
霊
主

義

216（464）
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教
団
を
比
較
し
て

い

る
。

著
者
は

梶
田
孝
道
ら

に

な
ら
っ

て
、

H
系
ブ

ラ

ジ

ル

人
は

「

存
在
」

し
て

い

る

の

に
地
域
社
会
か
ら

「

認
知
」

さ

れ
な

い

「

顔
の

見
え

な
い

定
住

化
」

状
態
に

あ
る

と

指
摘
す
る

。

日

系
ブ
ラ

ジ
ル

人
側
も、

ホ

ス

ト
社
会
と
の

接
点
が
少
な
い

エ

ス

ニ

ッ

ク
・

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

を
作
り
あ
げ
て

き
た

。

そ
の

様
子
が
彼
ら

を

取
り
巻
く
宗
教
状
況
に

反

映
さ
れ
て

い

る
。

ブ

ラ

ジ

ル

本
国
で

は

カ

ト

リ
ッ

ク

信
徒
の

数
が

最
大
だ

が、

円
本
で

は
布
教
に
積
極
的
な
プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト
教
会
（
と

り
わ

け
ペ

ン

テ
コ

ス

テ

派）

に

通

う
ブ
ラ
ジ

ル

人
の

数
が
群
を
抜
い

て

い

る
。

著

者

が
二

〇
〇
九

年
に

豊
橋
で

実
施
し
た
調
査
に

よ

れ
ば
、

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト

教
会
に

通
う
信
徒
の

う
ち、

来
日

後
に

カ

ト
リ
ッ

ク
か

ら
「

転
向
」

し
た

者
が
四
割
に

の

ぼ

る
。

日

系
ブ
ラ

ジ
ル

人
の

プ
ロ

テ

ス

タ
ン

ト
教
会
の

多

く
は
ポ
ル

ト
ガ
ル

語
を

使
用
す
る
エ

ス

ニ

ッ

ク
・

チ
ャ

ー
チ
で

、

日

本

人

信
徒
の

獲
得
に

は

あ
ま

り
熱
心
で

な
い

。

し
か
し、

著
者
は

ブ
ラ

ジ

ル

系

教
会
か
ら
日

本
の

福
音

派
教
会
に

「

転
向
」

し
た
家
庭
の

事
例
か
ら

、

ポ

ル

ト
ガ

ル

語
よ

り
も
日

本
語
が
で

き
る

子
ど
も
に

教
会
で

の

教
え
の

内

容

を

伝
え
る

こ

と
が

課
題
と
な
る

局
面
で

は
、

エ

ス

ニ

ッ

ク
・

バ

ウ

ン

ダ

リ

ー

が

踏
み

越
え
ら

れ
る

可
能
性
が

あ
る

と

示
唆
し

て

い

る
。

他
方、

心

霊

主

義
グ
ル

ー

プ

（

こ

こ

で

は

混
淆
性
を

特
徴
と

す
る

ブ
ラ

ジ
ル

特
有
の

信

仰
と
し

て

お

く）

も
エ

ス

ニ

ッ

ク

な

教
団
だ
が
、

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト
教
会

に

比
べ

て

圧

倒
的
に
数
が

少
な
い

た

め
、

教
義
や
儀
式
に

日

本
語
を
積
極

的
に

取
り
入
れ
な
が
ら

次
世
代
へ

の

存
続
を
は

か

る

布
教
戦
略
を

取
り
入

れ

て

い

る

様
子
が

窺
え
る

。

　

第
四

章
「

再
現
さ
れ

る

故
郷
の

祭
り

　
　
滞
日
ペ

ル

ー

人
の

「

奇
跡
の

主
」

の

祭
り
を
め

ぐ
っ

て
」

（
三

木
英
・

沼
尻
正
之）

は
、

住
吉
（

神
戸）

と

枚
方
の

祭
り
を
比
較
し
な
が
ら、

滞
日
ペ

ル

ー

人
と

日
本
社
会
の

関

係

に

ア

プ
ロ

ー
チ
し
て

い

る
。

滞
日

ペ

ル

ー

人
の

ほ

と
ん

ど
は

凵
系
で
、

彼

ら

の

集
住
地
域
や

就
業
状
況
は

滞
日
ブ
ラ

ジ
ル

人
の

そ
れ
と

重
な
る
が、

ブ

ラ

ジ
ル

人
は
し

ば

し
ば

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト

教
会
に

通
う
の

に

対
し、

ペ

ル

ー

人
の

大
半
は

カ

ト
リ
ッ

ク
で

あ
る

と

考
え
ら

れ

る
。

た

だ

し
、

定
期

的
に

教
会
に

通

う
熱
心
な
信
者
は
一

〜
二

割
程
度
で

、

多
く
は

名
目
上
の

カ

ト

リ

ッ

ク

に

す
ぎ
な
い

と
著
者
は
見
積
も
っ

て

い

る
。

一

七

世
紀
の
ベ

ル

ー

に

ル

ー

ツ

を

持
ち、

今
や
本
国
の

「

国
民
的
行
事
」

に
な
っ

て

い

る

「

奇
跡
の

主
」

の

祭
り
を
、

彼
ら
は

日

本
で

再
現
し
て

い

る
。

こ

の

祭
り

は

日
本
各
地
で

開
催
さ
れ
て

い

る

が、

必
ず
し
も
全
国
的
に
統

括
さ
れ

て

い

た

り、

相
互

に
連
携
し
て

い

た

り
と
い

う
わ

け
で

は

な
く、

む
し
ろ

当

該
地
域
の

ペ

ル

i
人
た
ち
が
「

手
づ

く
り

」

を
し
て

い

る

様
子
が
浮
か

び

あ
が
る

。

著
者
の

参
与
観

察
に

よ

れ
ば
、

祭
り
の

構
成
や

流
れ

は

住
吉
教

会
と
枚
方
教
会
で

ほ

ぼ
同
じ
だ
が

、

住
吉
の

祭
り
に
は
縮
小

傾
向
が

見
ら

れ
た
の

に

対
し、

枚

方
の

祭
り

へ

の

参
加
者
は
多
い

。

そ
の

違
い

の

原
因

と
し

て

は、

枚
方
教

会
が
ス

ペ

イ

ン

発
祥
の

ク

ラ

レ

チ
ア

ン

宣
教
会
に

よ

っ

て

設
立
さ
れ、

ス

ペ

イ
ン

語
を

母
語
と
す
る

司

祭
が

常
駐
し

て

い

る

こ

と
が

大
き
い

と

著
者
は

指
摘
す
る

。

た

だ
し

、

こ

の

祭
り
を

介
し
て

滞
日

ペ

ル

ー

人
と
日

本
人
と
の

あ
い

だ
に

積
極
的
な
交
流
が
生
ま
れ

て

い

る
わ

け
で

は

な
い

。

日

本
人
信
徒
と
の

距
離
も
必

ず
し

も
近

く
は

な
い

。

こ

の

よ

う
な

状
況
で

「

奇
跡
の

主
」

の

祭
り
は

、

滞
日
ペ

ル

ー

人

が
み

ず
か
ら

の

ア

イ

デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

を
再
確
認
し、

彼
ら

の

結
束
を

強
め

る
機
会
に
な

っ

て

い

る
。

　

第
亠

ハ

章
「

日
本
の

タ

イ
上
座
仏

教
」

（
テ

ィ

ラ

ポ
ン

・

ク

ル

プ
ラ

ン

ト

ン
）

は
、

日
本
に
お

け
る

タ
イ
仏
教
寺
院
の

設
立

経
緯
や
活
動
内
容
を
紹

介
し、

そ
の

社
会
的
機

能
に

つ

い

て

考
察
し

て

い

る
。

現
在
日

本
に

は
、

（465）217
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四
万
人
を
越
え
る

タ
イ
人
が
暮
ら

し

て

い

る
。

一

九
九
六

年
ま
で

日
本
に

タ

イ

寺
院
は

存
在
し
な
か
っ

た

が
、

二

〇
一
一

年
時
点
で

関
東
地
方
を
中

心
に
一

三

を

数
え

る
（
タ

ン

マ

ガ

ー

イ
寺
院
が
一

〇、

マ

ハ

ー

ニ

カ

！

イ

派
が
一
、

タ

ン

マ

ユ

ッ

ト
派
が

二
）

。

「

タ

イ
社
会
で

は
、

現
在
で

も
寺
院

と

人

々

の

精
神
的
な
つ

な
が

り
が

強
い

。

外
国
で

暮
ら
す
タ

イ
人
に
と
っ

て
、

寺
院
は
、

内
面
の

不
安
や

人
生
の

苦
悩
を
慰
撫
し
て

く
れ

る

存
在
」

だ

（

＝
ハ

八

頁
）

。

そ

の

た

め
日

本
の

タ
イ

寺
院
は、

在
日
タ

イ
人
の

交

流
場
所
と
な
っ

て

い

る
。

と
こ

ろ

で
、

在
日
タ

イ

寺
院
の

主

流
を

占
め

る

タ

ン

マ

ガ

ー

イ

寺
院
は

布
教
部
を
備
え
て

い

る

が
、

日
本
人
の

信
徒
は

あ

ま

り
増
え
て

お

ら

ず
、

基
本
的
に

は

在
日

タ

イ
人

相
手
の

活
動
に

と
ど
ま

っ

て

い

る
。

著
者
は

「

日
本
人
に

向
け
た

宗
教
活
動
が

で

き
る

僧
侶
の

数

が

足
り
な
い

こ

と
が

大
き
な
理
由
」

と
し
て

い

る

が
、

ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

の

宗
教
に

改
宗

す
る

日

本
人
は
も
と
も
と

多
く
な
い

。

む
し
ろ

著
者
の

議

論

で

興
味

深
い

の

は
、

在
日

タ

イ
人
と

寺
院
の

関
係
の

特

徴
を

、

在
日

フ

ィ

リ

ピ
ン

人
と

カ

ト
リ

ッ

ク

教
会
の

関
係
と

比

較
し
て

い

る

点
で

あ
る

。

在

日

フ

ィ

リ

ピ
ン

人
は

カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
に
よ

く
出
入
り

す
る
が

、

日

常
生

活
に

お

い

て

役
立

つ

情
報
や

仕
事
を

求
め
て

で

あ
る

こ

と

が

少
な

く
な

い
。

他
方、

在
日
タ

イ
人
が
寺
院
に

行
く
こ

と

は

あ
ま
り
多
く
な
い

が
、

寺
院
に
来
る

の

は

功
徳
を
積
も
う
と

す
る

熱
心
な
信
者
が
多
く、

ビ
ジ

ネ

ス

感
覚
の

持
ち
込
み

は

避
け
ら

れ

る

と

い

う
。

こ

れ
は

在
日
タ
イ

人
の

聖

俗
を
峻
別
す
る
意
識
の

反
映
と

も
見
ら

れ

る
。

　
第
七

章
「

韓
国
人
ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

の

キ

リ

ス

ト

教
会
」

（
李
賢
京
）

が

注

目
す
る

の

は
、

韓
国
人
ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

が

通

う
キ

リ
ス

ト
教
会
が

、

信
仰

の

場
で

あ
る

と

同
時
に

、

エ

ス

ニ

ッ

ク
・

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

と

し
て

も

機
能

し

て

い

る

点
で

あ
る

。

著
者
は、

本
書
の

他
の

執
筆
者
と
は

や

や

異
な
り、

一

九
六
〇
年
代
以
降
に

韓
国
か
ら
日
本
に

渡
航
し

て

き
た
人
び
と
を

韓
国

人
ニ

ュ

ー
カ

マ

ー

と

規
定
す
る

。

彼
ら
は

も
と
も
と
在
日

大

韓
民

国
民
団

（
民
団）

を

通
じ

て

日

本
杜
会
に

適
応

し
よ

う
と

し
て

き
た
が
、

二

〇
〇

一

年
に

は、

増
え
続
け
る
ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

の

さ
ま
ざ
ま
な
コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

を

包
摂
す
る

在
日
韓
国
人
連
合
会
が

結
成
さ
れ
た

。

こ

れ
は

民
団
と
は

別

の

組
織
で
、

そ
の

な

か
で

は

宗
教
施
設
（

特
に
プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト
教
会）

が

重
要
な
役
割
を

果
た

し

て

い

る
。

韓
国
系
プ
ロ

テ

ス

タ
ン

ト
教
会
は

首

都
圏
や

関
西
に
多
く、

韓
国
人
ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

の

増
加
と

と

も
に
、

在
籍

信
者
数
を
増
や
し
て

い

る
。

一

九
〇
八

年
に

日
本
で

最
初
に

設
立

さ

れ
た

韓
国
系
教
会
で

あ
る

在
日

大
韓
基

督
教
会
は
、

現
在
で

も
最
大
の

教
会
数

を

誇
り

、

信

者
の

多
く
は

オ

ー

ル

ド

カ

マ

ー

で

あ
る

在

日
コ

リ

ア

ン

だ

が
、

新
設
教
会
に

は
ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

も

多
い

。

一

九
七
〇

年
代
半
ば
に

宣

教
を
開

始
し

た

ヨ

イ
ド
純
福
音
教
会
は

、

「

韓
国
の

キ
リ

ス

ト
教
の

特
徴
」

で

あ
る

体
験
を
重
視
し、

カ
リ
ス

マ

的
な
牧

師
の

指
導
の

も
と
で

発

展
し

て

き
た

。

ヨ

ハ

ン

東

京
キ
リ
ス

ト
教

会
に

は

学
生

を
中
心
と

す
る

青

年
層

が
集
ま
っ

て

く
る

の

に

対
し、

東
京
中

央
教

会
は

さ
ま

ざ
ま
な

階
層
の

人

び

と
を

含
み

、

障
碍
者
や
ホ
r

ム

レ

ス

へ

の

伝
道

も
行
な
っ

て

い

る
。

オ

ン

ヌ

リ
ビ

ジ
ョ

ン

教
会
は

二

〇

〇

〇

年
代
に

入
っ

て

か
ら

で

き
た
新
し
い

教
会
で
、

メ

デ

ィ

ア

を
活
用
し

た

宣
教
活
動
で

＝
疋

数
の

日

本
人
信
者
も

獲
得
し
て

い

る
。

こ

の

よ

う
に

韓
国
系
教
会
の

特
徴
は
さ

ま
ざ
ま
だ
が、

著
者
は

「

適
応
戦
略
」

と
い

う
枠
組
み

で

韓
国
人
ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

が
教
会

に

通
う
理
由
を
説
明
す
る

。

彼
ら
に

と
っ

て

教
会
は
生

活
コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

場
で

も
あ
っ

て
、

た

と
え

当
人
が

キ

リ
ス

ト
教

徒
で

な
く
て

も
教
会
を

通
じ

て

さ
ま
ざ
ま
な

資
源
や
情
報
を

得
る

こ

と
が
で

き
る

と
い

う
。

　

第
八

章
「

ム

ス

リ

ム

と
出

会
う
日

本
社
会
」

（
沼
尻
正

之

二
二

木
英）

218（466）
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は
、

桜
井

啓
子
『

日

本
の

ム

ス

リ
ム

社
会
』

や

店
田

廣
文
・

岡
井
宏
文

『

日
本
の

モ

ス

ク

調
査
』

な
ど
の

先
行
研
究
を

踏
ま
え
つ

つ
、

そ
れ
ら

に

お
い

て

手
薄
な
関
西
地
方
に
目
を
向
け、

二

つ

の

モ

ス

ク

を

比

較
す
る

。

西

淀
川

区
に

あ
る

大
阪
モ

ス

ク

は
、

専
門
学

校
の

四

階

建
て

の

旧
校
舎
を

改

築
し
た
も
の

で
、

通
常
の

礼

拝
ス
ペ

ー

ス

の

ほ

か、

予
備
の

空
間
や
イ

マ

ー

ム

の

居
室
や

台
所
が
あ
り、

ハ

ラ
ー

ル

シ

ョ

ッ

プ
ま
で

併
設
さ
れ
て

い

る
。

集
ま
る

ム

ス

リ

ム

に

は
ビ

ジ

ネ
ス

マ

ン

が

多
く、

学
生
は
比

較
的

少
な
い

。

地
域

住
民
と

の

関
係
は

悪
く
な
い

が
、

一

定
の

距
離
感
が
あ
る

。

一

方
、

茨
木
市
に

あ
る

モ

ス

ク

は
、

ご

く
普
通
の

住
宅
を

転
用
し
た
も
の

で
、

モ

ス

ク

ら

し

い

外
観
を
し

て

い

な
い

。

大
阪
大
学
吹
田

キ

ャ

ン

パ

ス

近
く
に

あ
り、

集
ま
る

ム

ス

リ

ム

の

大
半
は

学
生

や
研
究
者
で

あ
る

。

近

隣
住
民
と

の

あ
い

だ
に

は

か

な

り
密
な
関

係
が
築
か
れ

て

お

り
、

著
者
は

こ

の

地
域
が

歴
史
的
に

人
権
意
識
の

高
い

土
地
柄
で

あ
る
こ

と

に

注
意
を

促
し
て

い

る
。

こ

れ

に
続
い

て

神
戸、

京
都

、

新
居
浜、

岡
山、

浜
松
の

モ

ス

ク
が
要
領
よ

く
紹
介
さ
れ、

そ
の

特
徴
が

描
か
れ
る

。

さ
ら
に

「

イ

ス

ラ

ー

ム

系
新
宗
教
」

と

も
言

う
べ

き
ア

ハ

マ

デ

ィ

ア
・

ム

ス

リ
ム

協

会

が

取
り
あ
げ
ら
れ、

ジ

ョ

ン
・

ヒ

ッ

ク

の

「

宗
教
的
多
元
主
義
」

を
思
わ

せ

る

「 ・
寛
容
」

を

教
義
に

据
え
る

同

協
会
が、
「

イ
ス

ラ

ー

ム

の

中
で

は

異
端
」

だ
が
「

着

実
に

日

本
社

会
に

根
付
き
つ

つ

あ
る

よ
う
で

あ
る
」

と

評
価
す
る

（
二

四

五

頁）
。

そ
し
て

、

ム

ス

リ

ム

と
の

共
生
の

た

め

に

は
、

「

彼
ら
が

日
本
社

会
に

う
ま
く

溶
け
込
め
る

よ

う
な
努

力
を

す
る

必

要
」

が

国
に

あ
る

は

ず
だ
と

指
摘

す
る

（

二

四

七
頁）

。

　

補
論
「

宗
教
多
元
化
社
会
へ

の

展
望

　
　
北
米
・

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

・

中
国

の

事
例
を
参
考
に

」

（
櫻
井
義
秀）

は
、

日
本
の
ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

宗
教
を
直

接
的
に

扱
っ

て

は

い

な
い

が
、

著
者
が

参
加
し
た
国
際
学
会
で

の

見
聞
を

も
と

に
世
界
の

さ
ま
ざ
ま
な

地
域
の

宗
教
多
元
化
状
況
を

ス

ケ
ッ

チ
し

、

比
較
の

視
座
か

ら
日
本
の

ニ

ュ

ー

カ

マ

i
宗
教
を

、

日

本

社
会
に

宗
教
多

元

化
を
も
た
ら
す
も
の

と

し
て

位
置
づ

け
よ

う
と
し

て

い

る
。

学
会
参
加

報
告
記
を
も
と

に

し
て

い

る

た
め、

学
術
論

文
と
し

て

洗

練
さ
せ

る

に

は

も
っ

と
厳
密
な

検
証
や

モ

デ

ル

化
の

作

業
が
必

要
だ
と
思
わ
れ

る

が
、

実

際
の

経
験
か
ら

得
ら
れ

る

印
象
は
一

気
に

物

事
の

核
心
を

突
く
こ

と
が

あ

る
。

著
者
に

よ
れ

ば、

ア
メ

リ

カ

の

「

独

特
な

リ
ベ

ラ
ル

ぶ

り
」

と

は

「

信
じ

る

こ

と

の

自

由
」

で

あ
っ

て

「

信
じ

な
い

こ

と
の

白
由
」

で

は

な

く、

反
カ

ル

ト

運
動
が

社
会
の

支
持
を

取
り
つ

け
る

こ

と
は

必
ず
し
も
容

易
で

は

な

い
。

こ

れ

に

対
し
て

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

は
、

外
来
の

マ

イ
ノ

リ

テ

ィ

宗
教
は

ホ

ス

ト
国
の

主

流
派
宗
教
と

葛
藤
を
引
き
起
こ

す
と

受
け

取
ら

れ
が
ち
で

あ
る
。

ま
た
一

口

に
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

と

言
っ

て

も
、

西
欧
教
会
は

「

既
得

権
益
が

失
わ

れ
る

不
安
」

を

抱
え

て

い

る

の

に

対
し

、

旧
東
欧
諸

国
の

教
会
の

課
題
は

「

共
産
党
政
権
に

よ
り

奪
わ
れ
た

権
利
の

回
復
」

で

あ
る

。

中
国
の

宗
教

市
場
で

は、

何
よ

り
も
政
府
の

規
制
が

重
要
な

要
因

と
な

る
。

一

方、

日

本
で

は

宗
教
多
元
化
に

制
限
を
か

け
る

よ

う
な
主
流

派
の

宗
教
文

化
も

、

政

府
主

導
の

政

策
も

不
在
で

あ
る

と

著
者
は

言
う
。

こ

の

よ

う
な
社

会
に

参
入
し

て

き
た
ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

宗
教
は
、

「

グ
ロ

ー

バ

ル

な

宗
教
文
化
の

自
由
競
争
」

の

波
に

乗
っ

て
、

日
本
の

宗
教
市
場
に

変
化
を

も
た

ら
す
こ

と
に

な
る

か
も

し
れ
な
い

。

　

以
上

で

本
書
の

紹
介
を

終
え、

コ

メ

ン

ト

に
移
り
た

い
。

　

冒
頭
で

も
述
べ

た

よ

う
に、

本
書
は
日
本
に
お
け
る
移
民
の

宗
教
に

つ

い

て

の

先
駆
的
な
研
究
で

あ
る

。

そ
れ
は
逆
に
言
え
ば、

発

展
途
上
の

テ

ー

マ

で

あ

り、

編
者
自
身
の

言
葉
を

「

お
わ

り
に
」

か

ら

引
用

す
る
な

ら
、

本

書
は
「

ニ

ュ

ー
カ

マ

ー

宗
教
の

主
な
る

と

こ

ろ

を

取
り
上

げ
た
に

（467）219
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す

ぎ
な
い
」

。

そ
こ

か
ら
読

者
が

ひ

と
つ

の

全

体
的
な
イ
メ

ー

ジ
を

思
い

描

く
こ

と
は

で

き
て

も、

本
書
が

全
体
像
を
描
き
出
し
て

い

る
と
は・
琶

え

な
い

。

し
か
し

、

だ
か

ら
こ

そ
今
後
も
研
究
の

拡
充
と

深
化
が

望
ま

れ
る

テ

ー

マ

だ
と
言
え
る

。

　

そ
の

際
に

参
考
に

な
る

か
も
し
れ

な
い

と

思
わ

れ
る、

互
い

に

絡
ま

り

合
っ

た
三

つ

の

論
点
を

、

評
者
の

問
題
関
心

に
引
き
つ

け
つ

つ
、

ま
た

本

書
か

ら
得
ら
れ

た
知
見
を
も
と

に
し
な
が

ら

述
べ

て

み
た

い
。

　

第
】

の

論
点
は
、

政
教
分
離
と

多
文
化
共
生
の

関
係
で

あ
る

。

評
者
に

は
、

［

ラ

イ
シ

テ
」

の

観
点
か
ら

現

代
日

本
の

宗
教
状
況
を
い

か
に

語
る

こ

と
が
で

き
る

か
と
い

う
問
題
意
識
が
あ
る

。

ラ

イ
シ

テ

は

フ

ラ

ン

ス

独

特
の

政
教

分
離
制
度
と

思
わ
れ

が

ち
だ

が、

さ
ま

ざ
ま
な
側

面
を

持
つ

多

義
的
な
概
念
で

、

最
近
の

ラ

イ
シ

テ

の

課
題
は

「

政
教
分
離
」

か

ら

多
文

化
・

多
宗
教
の

「

承
認
」

に
そ
の

重
心
を

移
し
つ

つ

あ
る
と
し
ば
し
ば

指

摘
さ
れ
て

い

る
。

「

政
教

分
離
」

も

多
文

化
・

多
宗
教
の

「

承
認
」

も
、

フ

ラ

ン

ス

語
で

は

「

ラ

イ

シ

テ
」

一

語
で

カ

バ

ー

す
る

こ

と
が

で

き
る

が
、

日
本
語
で

は

門

政
教
分
離
」

と
い

う
言
葉
で

押
さ
え
ら
れ
る

テ

ー

マ

と

「

多
文
化
共
生
」

と
い

う
言
葉
に
よ
る

そ
れ
と
の

あ
い

だ

に
は
、

少
な

か
ら
ぬ

距
離
が

あ
る

よ

う
に

思
わ
れ

る
。

日

本
に

お

け
る

政
教
分
離
を
め

ぐ
る

問
題
と

多
文
化
共
生
に

か

ん

す
る

問
題
を、

い

か

に

つ

な
い

で

語
る

こ

と

が
で

き
る

の

か
。

こ

こ

に

は
、

日
本
に
お
け
る
ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

の

宗

教
を
め

ぐ
る
状
況
を

、

日

本
の

中
長

期
的

な
社
会
の

変
化
の

な
か

に

い

か

に

位
置
づ

け、

世
界
の

政
教
分
離
や

多
文

化
共
生
を
め
ぐ
る

議
論
と
い

か

に

関
係
づ

け
る
か
と

い

う、

二

重
の

記
述

的
な

課
題
が
あ
る

。

ひ

と
つ

の

ヒ

ン

ト
は
、

近
年、

宗
教
の

公

共
性
に

注
目
が

集
ま
り
つ

つ

あ
る

こ

と
だ

ろ

う
。

だ

が、

一

般
に

「

公

共
的

領
域

に

関
わ
る

こ

と

が

で

き
る

宗
教

は、

主

流
の

宗
教

制
度
や

宗
教
文
化
で

あ
り

、

〔

…

…
〕

宗
教

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ

の

〔

…

…
〕

公
的
領
域
へ

の

関
与
に

は

制
隈
が

設
け
ら
れ
る
こ

と

が
多
い
」

（
櫻

井
義

秀、

二

五

八

頁
）

。

ニ

ュ

ー

カ

マ

！

と
い

う
マ

イ
ノ

リ

テ

ィ

の

宗
教
の

う
ち
、

セ

ク

ト
／
カ

ル

ト
問
題
と
し

て

扱
う
の

が
妥．
当
な

「

布
教
す
る

宗
教
」

へ

の

警
戒
を
保
持
し

つ

つ
、

日

本
で

の

生

活
を

物
質

的
・

精

神
的
に

支
え
ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

の

拠

り
所
と

も
な
る

よ

う
な

「

移

民
の

宗
教
」

を
い

か

に
承

認
し
て

い

く
こ

と
が
で

き
る

の

か
。

こ

れ

は
、

日

本
社
会
に

お

け
る

人

権
感
覚
を
い

か

に
高
め

る

か
と

い

う、

規
範

的
な
課
題
に
つ

な
が

っ

て

い

る

だ
ろ

う
。

　

第
二

の

論
点
は

、

多
文
化
主

義
や

多
文
化
共
生
の

問
題
と
し
て

扱
わ

れ

る

移
民
の

「

宗
教
」

の

実
態
に
つ

い

て

で

あ
る

。

日
本
に

お

け
る

多
文

化

主

義
や
多
文
化
共
生
を

論
じ

た
書
物
や

論
文
は

す
で

に

膨
大
な

数
に

の

ぼ

る

が
、

日

本
に

お

け
る

移
民
の

宗
教
を
正
澗
か
ら

論
じ
た
本
書
の

よ

う
な

研
究
は

き
わ
め
て

少
な
い

。

笥

ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

理

解
の

カ

ギ
は

宗
教
に

あ

り
　
　
多
文
化
時
代
の

共
生
を

考
え
る

に

あ
た

っ

て、

こ

れ
か
ら
は

宗
教

へ

の

視
線
が
欠
か
せ
な
い
」

（
本
書
の

帯
文
）

。

そ
の

通
り
な
の

だ

が
、

逆

説
的
に

も

現
在
ま
で

の

研
究

状
況
が

示
し
て

い

る
の

は、

移
民
の

人

権
や

共
生
社
会
の

実
現
と

い

う
課
題
の

重

要
性
が

認
識
さ
れ
る
…

方
で

、

日

本

で

は
こ

れ
ま
で

移
民
は

宗
教
の

担
い

手
で

あ
る

と
は

見
な
さ
れ
て

こ

な
か

っ

た

　
　

今
な
お

大
勢
と

し
て

は

そ

う
で

あ
る

　

　
と
い

う
こ

と
で

あ
ろ

う
。

本
書
で

も
、

移
民
の

な
か
に

は

「

信
仰
心

篤
い

者
た

ち
も

多
く
含
ま

れ

て

い

る

は

ず
で

あ
る
扁

が、

「

ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

が

す
べ

て

熱
心

な
宗
教

生

活
を
送
っ

て

い

る

わ

け
で

は

な
い
」

し
、

「

非

宗
教
的
生

活
を

送
る

も

の

が
お

そ

ら

く
多

数
派
」

な
の

だ
と

述
べ

ら
れ
て

い

る

（
三

木
英、

七

−

八

買）
。

ま
た

本
書
か

ら
は
、

ニ

ュ

ー

カ
マ

ー

の

宗
教
が、

概
し
て

地

域

220（468）
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社
会
と
は

没
交
渉
で

、

日
本

人
信

徒
を

新
規
に

獲
得

す
る
こ

と

は

少
な

く
、

エ

ス
ニ

ッ

ク
・

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

と
し
て

機
能
す
る

こ

と

が

多
い

様
子

が

窺
え
る
。

そ
の

よ

う
な
場

所
に

通
う

「

信
者
」

の

「

信

仰
心
」

と
は
何

だ
ろ

う
か

。

「

宗
教
」

の

本

質
と

は
言
わ
な
い

が
、

ひ
と

つ

の

特
徴
が
「

超

越
性
」

に

あ
る
と

す
る

な

ら
、

そ

れ
は
い

か

な
る

条
件
に

よ
っ

て

構
成
さ

れ

て

い

る

超
越
性
な
の

か
、

そ
れ

は

当
事
者
や
観
察
者
に

は
ど
の

よ
う
な

形
式
で

知
覚
さ
れ
る

も
の

な
の

か
。

そ
の

よ

う
な
「

宗
教
」

に

は
、

「

文

化
」

に
還
元
さ
れ
な
い

だ
け
の

も
の

が

あ
る

の

か
。

こ

の

よ

う
な

理
論
的

関
心
を
い

っ

そ
う
明
確
に

す
る

こ

と
で
、

現
代
凵
本
に

お

け
る

宗
教
の

変

容
と
い

う
問
題
に

も
っ

と

鋭
く
迫
っ

て

い

け
る

の

で

は

な

い

か
。

そ
し

て

こ

の

こ

と

は
、

日

本
型
の

宗
教
共
生
の

モ

デ
ル

を
作
り
あ
げ
て

い

く
と
い

う
実
践
的
関
心
と

も
つ

な
が

っ

て

い

る

は

ず
だ

。

日
本
で

は

こ

の

領
域
で

の

政
府
の

イ
ニ

シ

ア

テ

ィ

ヴ

は

あ
ま
り
期
待
で

き
ず、

ま
た
日
本
型
の

宗

教
共
生
モ

デ

ル

は、

と

も
す
る
と

所
与
の

も
の

と

さ
れ
が

ち
で

あ
る

。

し

か
し、

そ
の

よ

う
な
態
度
で

マ

イ
ノ

リ
テ

ィ

宗
教
の

ア

イ
デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

を
承
認
す
る

こ

と

は
難
し
い

か
も
し
れ
な
い

。

　

第一．
一
の

論
点
は、

外
国
語
で

の

研
究
成
果
の

発
信
で

あ
る

。

本
書
の

紙

背
か
ら
は

、

日

本
語
に

混
じ
っ

て

し
ば
し
ば

外
国
語
が
聞
こ

え
て

く
る

。

移
民
た
ち
が
文

化
を

横
断
す
る
の

と
同

列
に

は

論
じ
ら
れ
な
い

に

せ
よ
、

研
究
者
も
日

本
社
会
と

当
該
社
会、

ま
た
日

本
語
と

外
国
語
の

あ
い

だ
に

身
を
置
き
な
が
ら

考
え
る

こ

と
に
な
っ

て

い

る

は

ず
だ

。

日

本
の

移

民
た

ち
の

宗
教
の

解
明
は、

日

本

語
の

読
者
に

と
っ

て

も

有
益
だ
が

、

英
語
を

は
じ
め

外
国
語
で

発
信
す
れ
ば

、

き
っ

と

有
意
義
な

反
応
が

得
ら
れ
る

だ

ろ

う
。

そ
れ

が

発
展
途
上
の

本
書
の

テ

ー

マ

を、

さ
ら
に

前
に

進
め

る

こ

と
に

も
な
る

は

ず
で

あ
る

。

鈴
木
正

崇
著

『

ミ

ャ

オ

族
の

歴

史
と

文
化
の

動
態

　
　

i
中
国
南
部
山
地

民
の

想
像
力
の

変
容

A5

判

』

風

響
社

　
二

〇
一

二

年
四

月
刊

五

五

八

頁
　
八
〇
〇
〇

円
＋

税

佐
　
野

　
賢

　
治

　
一

　
久
し

ぶ

り
に

重
厚
な
著
作
と
の

出
会
い

で

あ
る

。

な
に

し

ろ
一

九
八
一

年
の

中
国
・

海
南
島
の

少
数
民
族、

リ
ー
・

ミ

ャ

オ

族
へ

の

旅
か
ら
始
ま

り、

今
日
ま
で

三

〇
年
余、

倦
ま

ず
た

ゆ
ま
ず
研
鑽
さ

れ
た

著
者
の

ミ

ャ

オ
族
調
査
・

研
究
の

集
大
成
が
本
書
で

あ
る

。

同
時
期
の

中
国
少

数
民
族

の

民
俗
宗
教
の

展
開
に

少
な
か
ら

ず
関
心
を
持
つ

筆
者
に
と
っ

て、

通

勤

途
上

の

車
内
で

実
際
そ
の

重
さ
で

肘
を
傷
め

つ

つ

も
周
り
の

喧
騒
を
一

時

忘
れ
て

読
了
し
た

。

　
著
者
は、

文
化
大
革

命
（
一

九
六
六
ー

七
六）

収
束
以

後、

今
日
の

経

済
大

国
化
し
た

中

国
の

大
変
革
期
の

中
、

現
地
調
査
が

可

能
に

な
っ

た

八

〇

年
代
初
頭
か
ら
同
時

進
行
的
に

ミ

ャ

オ
族
の

居
住

す
る

現
地
に

足
を

運

び
、

「

文
化
と
は

何
か
を

問

う
よ

り
は
、

現
実
に

起
こ
っ

て

い

る

意
味
作

用
、

表
象

、

言
説

、

実

践
の

実
態
か

ら
、

文
化
の

概
念
が
ど
の

よ

う
に

構

築
さ

れ
、

活
用
さ
れ

る

か
を

考
え
る

べ

き
で

あ
ろ

う
。

そ
の

す
べ

て

に

関

わ
る

の

が

想
像
力
で

あ
る
」

（

三

頁）

と
の

視
角
・

立

場
か

ら、

ま

ず
自

身
の

目
で

現
地
の

実
態
を
と
ら

え
記
述

し
、

次
に

そ
の

資
料
を

提
示
し、
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